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「政策力形成ゼミナール」参加募集要領 

自治体の創造的な政策提起に向けて！ 

ゼミナール参加者募集のお知らせ 

 

１ 「政策力形成ゼミナール」開催の趣旨 

「政策力形成ゼミナール」は、令和４年度にスタートした、将来の北海道における地域

政策を担う自治体職員の政策能力の向上に資するための事業です。 

急速に進む少子化、コロナ禍による働き方の変容などの社会システムの変化、デジタル

化やカーボンニュートラルへの対応、道央圏におけるラピダスの立地、さらに世界を見渡

すと政治・経済環境の不安定さなど、自治体政策をめぐる環境には大きな変化が出てきて

います。市町村職員は、これらの動きを的確に捉え、各地域の実状を踏まえた課題解決に

取り組むことが必要になっているといえるでしょう。 

これらの政策遂行に当たっては、足もとの地域を科学的に客観視する分析力を養うと

ともに、主体的に地域の課題を洗い出し、独自の政策を提起していく力を強化し、国の政

策に対峙する提案力を身につけていくことが求められます。 

「政策力形成ゼミナール」は、その解決に向けた総合的な視野での学習を、主任講師を

中心にした講師による講義と指導とともに、ゼミナール形式による意見交換、討議により、

参加者が能動的に学ぶ手法により実施するものです。また、各地の自治体職員の問題意識

を相互に理解しながら、幅広い視野で政策形成力を身につけていくことも包含していま

す。個別の実務を学ぶ研修ではなく、地域の持続的な成長発展に向けた自治体の役割と政

策のあり方について、大局的な視野での考察、分析の力を養うことを目指し、開催するも

のです。 

 

２ 応募資格 

道内市町村職員のうち、次の条件を満たすことが必要です。 

・課長職（相当職を含む。）以下の職で、令和７年４月１日現在満年齢 45 歳以下の者 

・行政経験（国・都道府県・他の市町村等での経験を含む。）５年以上の者（なお、社

会経験が３年以上の者は行政経験３年以上でも可） 

・地方政策に関し、熱意と関心を持ち、能動的に学ぶ意志のある者 

・政策力形成ゼミナール（全２回）に出席できる者 

・政策力形成ゼミナール終了後にレポートを提出できる者 
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３ 募集数 

  １０名程度（なお、１市町村からの参加人員は原則１名とします。）  

 

４ 報酬等 

  報酬及び旅費の支給はいたしません。 

 

５ 応募方法 

（１） 応募に際して提出していただくもの 

応募に当たっては、次の書類を、郵送、電子メールまたは持参のいずれかで提出し

てください。なお、提出された書類はお返しできませんのでご了承ください。 

・応募用紙【別紙１】 

※応募用紙【別紙１】は、所定の用紙を使用してください。当協会ＨＰからダウン

ロードできます。 

（２） 募集期間 

令和７年５月８日（木）から６月６日（金）まで 

  

６ 選考 

  応募用紙から総合的に審査いたします。 

  選考の結果は、令和７年７月上旬までに関係市町村を通じ応募者全員にお知らせしま

す。 

 

７ 応募・問い合わせ先 

  公益財団法人北海道市町村振興協会 事業推進担当 清水 

  〒０６０－０００４ 

  札幌市中央区北４条西６丁目 北海道自治会館６階 

  電 話  ０１１－２３２－０２８１ 

  E-MAIL  z-８@do-shinko.or.jp 
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（参考）政策力形成ゼミナール実施概要等 

 

主任講師からのメッセージ 

 

 

 

 

 

 

小磯修二（こいそしゅうじ）プロフィール 

一般社団法人地域研究工房代表理事、北海道文教大学地域創造研究セン

ター長。1972年京都大学法学部卒、北海道開発庁（現国土交通省）等を

経て、釧路公立大学地域経済研究センター長、同大学長、北海道大学公

共政策大学院特任教授、北海道観光振興機構会長を歴任。専門は地域開発政策、地域経済。 

ゼミナールの参考テキストとなる主任講師の著書 

『地方が輝くために』（柏艆舎）、『地方の論理』（岩波新書） 

 

１  実施日時 

〇第１回：令和７年 ８月２１日（木）、２２日（金）の２日間 

〇第２回：令和７年１０月２３日（木）、２４日（金）の２日間 以上計２回 

２  開催場所 

北海道自治会館６階特別会議室（札幌市中央区北４条西６丁目） 

３ 政策力形成ゼミナールにおける講義等の内容 

  〇第１回 

   講義①「北海道における地域政策の系譜」／講義② 「北海道の地域経済構造の特性」 

   講義③「地域分析の手法－EBPM の視点―」／講義④「人口減少時代の地域政策」 

  〇第２回 

   講義④「市町村における観光政策の課題と戦略」 

講義⑤「脱炭素時代の地域政策」 

全体討議「これからの地域公共交通を考える」 

４ 講師等について 

  講義及び討議進行は主任講師・小磯修二氏が担当。また、必要に応じて、専門分野で活

動している招聘講師を招き、実践的な講義を予定。 

５ その他 

ゼミナール終了後、参加者にはレポート提出のほか、アンケートにご協力いただく予定

です。 

政策力を高めることは一朝一夕では出来ません。地

域への愛着に支えられた「知の技法」をしっかり身に

つけることが大切です。魅力のある地域づくりに向け

て、一緒に学び、議論しましょう！ 


